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１．北条エリアにおける公立教育・保育施設の状況
（１）就学前教育・保育施設の利用状況
　　　　・人口減少の一方で、就学前教育・保育施設の利用率が上昇
　　　　・幼稚園においては保育所利用の増加に伴い、相対的に利用減少が進む
　　　　・西部・南部地域と比較して、北部・東部地域における定員割れが顕著
・特に北条幼稚園において利用減少が著しく、現在の利用園児数は５０名前後

《北条保育所、北条幼稚園の利用状況》
	施設名称
	定員
	H27
	H28
	H29
	H30
	H31
	充足率(％)

	北条幼稚園
	150 
	81
	52
	46
	51
	49
	32.7

	北条保育所
	90
	86
	95
	92
	87
	88
	97.8

	就学前人口
	5,842
	5,703
	5,519
	5,300
	5,222
	

	幼稚園利用率
	15.2
	12.0
	12.4
	12.0
	9.4%
	



（２）平成２７年度以降の民間幼稚園の動向（令和２年度当初時点）
	方向性
	施設数
	施設名

	認定こども園へ移行
	5
	愛真、住道、秀英、朋来、四條畷学園附属

	企業主導型保育所を併設
	1
	大東中央



２．北条地域における公立施設の方向性について
（１）公立施設の比較
	　施設名
	敷地面積
	延床面積
	クラス
	職員配置

	北条幼稚園
	2,130.00
	818.39
	2
	職員数 12

	北条保育所
	2,371.27
	1,508.10
	6
	職員数 33


　　　
（２）統合のメリット
　　　　・保護者の就労に左右されない就学前教育・保育サービスの提供
　　　　・０～５歳の幅広い年齢の子どもが一体的に生活することによる社会性の獲得


統合の方向性


・北条保育所を幼保連携型認定こども園として統合整備
・移行時期は令和４年４月当初を目指す
・移行に伴い１号認定の利用年齢を拡大する
